[bookmark: _GoBack]●長岡市市民活動助成金とは
ながおか市民協働センターが窓口となり、熱意・アイデア・市民力を活かした活動に対する補助金制度

１．対象
　市民団体などが実施する公益性のある活動やイベント

２．補助金額
　20万以内は全額、20万を超える部分は80％を補助（上限100万円）

３．申請・審査
　4月から受付を開始する。審査委員による書類審査及び必要に応じたヒアリング

４．過去の実績
　　地域づくりから教育、社会福祉、地域資源PRイベントなど様々な分野の事業に交付されています。
・若者から高齢者まで巻き込んだ住民主体の地域づくり事業
・技大の大学生による子供向けの科学実験ショーや工作教室など
・親子を対象にした森の中での自然教育事業
・合併地域の祭りや伝統芸能などの地域資源をPRするイベント
　[交付団体例]
　①思いのほか
　　長岡を農と食で活性化しようと様々な分野で活躍する若者が活動。
　②13青少年育成委員会
　　「Be Gentleman～自らの良心に従い、誇りある行動を～」
志茂田景樹氏をお呼びした、若年層に関わる問題を切り開く例会。
　③13、14おまつり委員会
　　「Nagaoka　高校生フェスタ」
高校生がダンス・バンドで長岡の夏を盛り上げる。
　④トキっ子くらぶ
　　「トキっ子子育て応援フェア」
　　にいがたの子育てをもっと楽しく！もっと笑顔に！
　⑤コミュニティシネマ
　　　映画「疎開した40万冊の図書」上映会を実施。
戦争中に40万冊の歴史的に貴重な本を疎開したとい史実をつたえるドキュメンタリー映画の上映と共に、阿刀田高氏、稲川明雄氏等から語ってもらう講演会を行った。
５．ソイガイヤー事業の検証
　①対象にならなかった理由
　　・JCで継続的に行われてきた事業である。
　　・事業構築の段階で市民や第三者と協働を行っていない。
　　・予算の執行先が一社のみで、業務委託とみられる。
　　・前年と比較し、活動内容が発展的に進化している様子が見られない。

　②対象になった事例からの参考例
　　(1)13青少年育成委員会 志茂田景樹氏をお呼びした事業
　　　　・若年層に関わる問題に加えて、不登校児童にも視野を広げた。
　　　　・アオーレナカドマを使用することで、不特定の市民を対象としたアオーレの活性化に繋がった。
　　(2)おまつり委員会 高校生フェスタ
　　　　・対象が市内高校生と、その御家族にも及んだ。
　　　　・ダンスの団体や音楽関係の団体と連携し、事業の構築を行った。

　③対象となる為のポイント例
　　・ショーのシナリオを作成する段階に於いて、題材に絡んだ団体との連携を行う。
　　・ホワイエ等を使用し、他団体との連携の中でパネル展示や常設展を開催し、ショーを見られた後の方々に、更なる知識を深めてもらう。　　　
　　・子供たちからヒーローのデザインなどを公募し、キャラクターの作成などに連携していく。

　④その他
　　・継続的な事業には新たな内容の変化や発展的な発想が無い場合は、助成金の対象とならない、もしくは減額される。
　　・長岡JCは単独で事業を行える余力を持っていると判断される為、他の団体の事業申請より審査が厳しくなっている。　　　

６．考察
申請書類作成段階に於いて実施内容と助成金対象内容に相違があり、認定条件に応じた計画書へと修正するにはクラブとして伝えたい内容との相違が見られる結果となりました。4月時点で申請手続きは行っているので、早めに協働センターへ相談し、助成金の対象となる事項を確認すべきでした。ですが、助成金有きの計画書となると、事業目的と相違が発生する場合が懸念されますので、趣旨目的をしっかりと検討した上で、必要であれば助成金等の活用を行うべきと判断しました。
